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日
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ア
ス
フ
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合
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協

会
︵
日
合
協
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東
北
連
合
会

︵
野
口
秀
典
会
長
︶
が
ま
と
め

た
２
０
２
４
年
度
第
３
四
半
期

︵



月
︶
ま
で
の
製
造
量

は
新
規
と
再
生
を
合
わ
せ
て
３

０
２
・
８
万

と
な
り

前
年

同
期
の
実
績
を
６
・
２
％
下
回


た

内
訳
は
新
規

万


︵
前
年
同
期
比
３
・
４
％
増
︶

再
生
２
０
４
・
８
万

︵

・

２
％
減
︶

一
般
的
な
工
事
で

多
用
さ
れ
る
再
生
合
材
が
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
が

ト

タ

ル
の
製
造
量
に
影
響
し
た


　
第
３
四
半
期
ま
で
の
製
造
量

は
前
年
実
績
が
３
２
２
・
８
万


第
４
四
半
期︵
１

３
月
︶

を
含
め
た
年
度
ベ

ス
は
前
年

度

４
０
２
・
３
万

と
４
０

０
万

の
大
台
を
か
ろ
う
じ
て

ク
リ
ア
し
た
状
況
だ

た

本

年
度
は
前
年
同
期
を
下
回
る
水

準
に
あ
り

連
合
会
は
﹁
こ
の

ま
ま
推
移
す
れ
ば

年
度
の
製

造
量
は
３
７
５
万

前
後
に
な

り
統
計
開
始
か
ら
最
小
値
に
な

る
﹂
と
見
る


　
前
年
同
期
比
で
見
た
ア
ス
合

材
の
製
造
は
第
１
四
半
期
︵
４


６
月
︶
４
・
１
％
減

第
２

四
半
期
︵
７

９
月
︶
５
・
５

％
減
と
前
年
度
に
も
増
し
て
低

調
だ

た

県
別
で
見
た
第
３

四
半
期
ま
で
の
生
産
量
は
▽
青

森

万

︵
９
・
３
％
増
︶
▽

岩
手

・
２
万

︵
０
・
５
％

減
︶
▽
宮
城

・
９
万

︵


・
１
％
減
︶
▽
秋
田

・
７
万


︵
４
・
５
％
減
︶
▽
山
形


・
６
万

︵

・
３
％
減
︶
▽

福
島

・
４
万

︵
２
・
４
％

減
︶

宮
城
と
山
形
の
低
迷
が

目
立
ち

山
形
は
﹁
高
規
格
道

路
開
通
の
反
動
減
﹂
な
ど
が
大

き
く
影
響
し
た


　
連
合
会
に
よ
る
と

年
度
初

め
に
１
１
７
カ
所
だ

た
東
北

６
県
の
合
材
工
場
は
現
時
点
で

２
カ
所
減
り

１
１
５
カ
所
に

な

て
い
る

製
造
量
の
減
少

は
関
連
予
算
の
縮
小
が
主
因
と

い
い

状
況
に
変
化
が
な
け
れ

ば
各
工
場
の
稼
働
率
向
上
を
見

込
む
の
は
難
し
い


　
装
置
産
業
に
と

て
工
場
の

稼
働
率
の
低
迷
は
採
算
悪
化
に

直
結
し

統
廃
合
を
含
め
た
議

論
が
広
が
る
可
能
性
も
あ
る


年
度
ベ

ス
で
４
０
０
万

を

初
め
て
割
り
込
む
だ
け
で
な

く

３
７
０
万

台
ま
で
落
ち

込
む
状
況
は

災
害
発
生
時
の

応
急
対
応

道
路
啓
開
を
含
め

﹁
地
域
の
守
り
手
﹂
と
し
て
使

命
を
果
た
す
上
で

重
大
な
問

題
に
な
り
そ
う
だ

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